
2025 年度第 1 回理事会議事録 

 

日 時 2025 年 4 月 18 日(金) 14:00～17:00 

会 場 ㈱ジェイテクト 東京ジェイテクトビル 会議室 および オンライン会議 

出席者 山内会長，他理事 21 名および監事 2 名の出席 

 

Web 会議システムにより，出席者の音声確認にて会議に入った．  

山内会長の挨拶に続き，議事に入った． 

議 事１ 特任副会長(2024 年度)任期満了に伴う庶務担当理事選定の件 
庶務担当理事に大橋一仁理事を選定し承認した．また，任期は 2026 年度定時社員総会までを確認した． 

議 事２  前回議事録確認の件 
2024 年度第７回理事会議事録を承認した． 

議 事３ 役員の役割分担・連絡表確認の件  

    役員の役割分担，ならびに中期活動予定について確認した． 

議 事４ 各部会委員会報告の件 

 １．事業部会 

1) 学術交流委員会関連 

①日本工学会 2025 年度会費（105,100 円）支出を承認した． 

以下の報告があり了承した． 

1) 研究協力委員会関連 

①専門委員長会議を 3/18（春季大会 2 日目）に開催した． 

②専門委員会・分科会研究レビュー特集（91 巻 10 号）の執筆は，次の４委員会が担当する． 

展望記事：超精密加工，生産原論，現物融合型エンジニアリング，知的ナノ計測 

グラビアインタビュー：現物融合型エンジニアリング  

2) 事業企画委員会関連 

①講習会準備状況：第 443 回講習会「精密計測の基礎講座」精密測定技術振興財団と共催開催 

第 444 回講習会，第 445 回講習会 

②「第 13 回 学生のための精密工学先端技術講演会」は，会場を検討中 

3) 学術交流委員会関連 

① 大会参加者へのアンケートを 2025 年度春季大会で実施し，集計結果を報告した． 

②2025 年度春季大会学術講演会（千葉工業大学）について 

・参加人数 1,401 名（講演会参加 1,126 名，懇親会参加 275 名） 

・特別シンポジウム(第 2 弾)「半導体製造装置開発の最前線」は約 200 名の参加者 

・「新技術講演会－産学・産産連携への集い」について報告した．参加者は 110 名 

・学生と企業とのつどいで，企業賞，卒研優秀講演賞の受賞者発表，賞状贈呈を行った． 

「出展企業から学生に聞きたい質問」の回答を報告した．出展企業へ回答を送付済み 

・展示関係は，機器展示 41 社，カタログ展示 5 社，有料広告 6 社，バナー広告 17 社 

・OS 連絡会にてベストオーガナイザー賞の選考基準を紹介した． 

受賞 OS の全オーガナイザーへ賞状をメールで送付することが了承された． 

・第 32 回学生会員卒業研究発表講演会にて，12 名の優秀講演賞等の受賞が決定した． 

③2025 年度秋季大会学術講演会（京都大学）について 

・春季大会懇親会で開催の挨拶を行った．3/31 に第 2 回実行委員会を開催した． 

④2025 年度秋季大会以降の大会について 

・2026 年度春季大会 2026 年 3/17(火)～19(木) 埼玉大学，実行委員長 池野順一先生 

・2026 年度秋季大会 2026 年 9/15(火)～17(木) 東北大学川内キャンパス 実行委員長 足立幸志先生 

・2027 年度春季大会  東京農工大学で開催予定．日程は検討中 

   4) 国際交流委員会関連 
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①ICPE2026 準備状況報告 2026 年 11/15（日）～19（木），WINC AICHI で開催

・Organizing committee chair 竹内芳美先生， Steering committee chair  鈴木浩文先生

②PRESM2025 は 2025 年 7/6（日）～11（金），タイで開催予定．学会ウェブサイトにバナーを掲載

・Keynote Speaker として，岡山大学の大橋一仁教授，理化学研究所の片平和俊氏の 2 名を推薦した．

③ASPEN 開催情報

・ASPEN2025：2025 年 11/25(火)～28(金)，台湾新北市で開催予定．3/12(水)より講演申込を受付開始

・ASPEN2027：中国（西安交通大学）で開催予定

④euspen talent programme2024 は，参加学生 2 名へインタビュー予定．2025 は学生 1 名の応募があった．

⑤ISUPEN2025 は，9/26（金）午後に開催予定で準備を進めている．

5) アフィリエイト委員会関連

2025 年度認定（第 17 期）アフィリエイト認定式を 3/18 に春季大会会場で開催した．

２．出版部会 

1) 学会誌広告の申込に全 12 回割引と賛助会員割引の新設を承認した．

以下の報告があり了承した．

1)出版部会報告

①3/25 に 2024 年度第 2 回出版部会を開催した．

・J-STAGE での論文データ公開について，次年度末までに校閲委員会で校閲規定を改定する．

・PE 誌特集号の提案書を 3 月に PE 誌編修委員会に提出した．ICPE の論文は PE 誌に掲載する予定．

ICPE がない年は，JSPE の特集号（PE 誌の分野内）を提案する． 

・学会誌の新たな論文特集号を超精密加工専門委員会に持ちかける．

・会誌広告を増やす方策を検討し，承認事項の通り，全 12 回割引と賛助会員割引を新設した．

２）会誌編集委員会

①2025 年 5 月号～2025 年 12 月号の会誌特集タイトル(仮を含む)を決定した．

②次回会誌編集委員会は 2025 年 5 月９日に開催する予定

3)校閲委員会

①投稿論文について，審議により論文 6 編を採択し，1 編を不採択とした．

②特急校閲の状況（2024 年 4 月開始以降）は，希望した論文 22 編の報告があった．

③次回校閲委員会は 2025 年 6 月下旬に開催予定

３．広報・情報部会 

以下の報告があり了承した． 

1) トップページの固定バナー広告（有料）の掲載状況(3 社)を報告した．

2) ホームページのメンテナンスについて，リニュアル状況を報告した．

3) 精密工学基礎講座について，執筆・公開状況（4 件），新規企画（1 件）を報告した．

・執筆料(現状 5000 円)について，金額アップを検討中．

4) Web 用語集「Precipedia」の再構築のスケジュールの説明があった．

5) 英語ホームページについて，改良状況の報告があった．

5) 賛助会員企業紹介記事の作成状況を報告した．

6) 学生向け情報について

・[Web] インターンシップ・採用関連広告の料金改定について，4 月より新料金を HP にて公開した

・インターンシップ・採用関連広告の状況について報告があった．

7) SNS・メールマガジンについて，メールマガジンは，毎月 5 日と 25 日に配信中

４．理事会 WG 

各 WG より議論の経過について報告があり，了承した． 

議 事５ 2025 年度各部会委員承認の件 

各部会より本年度の委員の提案があり，それぞれ提案どおり承認した． 

議 事６ 賞審査委員会の委員承認の件 
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精密工学会賞，技術賞，技術奨励賞，ものづくり賞の各審査委員会等の委員について提案通り承認した．ま

た，委員会日程について了承した． 

議 事７ 2025 年度事業報告等主務官庁への報告の件 

報告提出内容について説明があり，提案どおり承認した． 

議 事８ 2025 年度支部／専門委員会活動運営費配賦の件 

本年度の支部活動運営費の配賦額（総額約 632 万円），ならびに専門委員会への配賦額（総額 1.2 万円）

を承認した．4 月末までに各支部ならびに各専門委員会に送金する．  

議 事９ 次期役員候補者選出の件 
・役員候補者選定規程，同実施細則，同運用規程について確認し，役員候補者推薦委員会の設置を承認した．
また，委員会構成を提案どおり承認した． 

議 題 10 その他 

1)表彰・助成推薦の件 

① 日本学術振興会育志賞候補者推薦は，学会締切を 5 月 7 日として学会 HP で公開することとした． 

② 2025 年度島津賞・島津奨励賞候補者推薦は，学会締切を7月10日として，会誌，HP で公開することとした． 

2) 会員状況報告の件 

4月期の状況 

入会／退会 正会員：5／9， 学生会員：4/4, 学生会員(Web 含む)：17/40, 賛助：1/0 

前年同月比 正会員：▲109， 学生会員：+11, 学生会員(Web 含む)：▲66､ 賛助：+13  

3) その他 

・2025 年度会議日程の説明があった． 

・各支部の理事より，近況の報告をおこなった． 

以上 
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